
決算書掲載頁　P239

内
訳

①市民が容易に生涯学習情報を得ることができるようにする。②市民が学習で得た成果を地域社会に活かせるようにす
る。③市民が生涯学習を行うにあたっての悩みやとまどいに応える。④現代的な課題(社会に求められる課題、今すぐ取
り組むべき課題など)を市民が学習できるようにする。

的確な維持管理を行い、施設の設備の更新や修繕を偏りなく継続する。
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生涯学習部生涯学習課

事業： 生涯学習基盤事業 1103
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市民交流センターには多くの利用があり、生涯学習活動の拠点となっている。

A

市民の学習の場としてまた交流の場とし
て市民交流センターをよりよく活用いた
だけるよう検討を続けていく。
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施設の設置目的を効果的に達成しながら、利用者にとって快適で適切な施設運営を図る。また施設予約システムも課題
や問題点を整理する。
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所管課

館の施設維持管理・改善を図り、様々な学習ニーズに応えることができ、利用しやすい施設づくりに努める。館の設備を
良好な環境に保ち、館利用者等の快適な環境を維持する。
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職員数

再任用職員数

1

直営 平成14年度

平成24年度利用者108,471人

引き続き市民交流センターの複合施設としての機能が十分に発揮できるよう維持管理を継続する。
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市民が快適に市民交流センターを利用できるよう維持管理を行う。
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職安管理負担金等

5,455
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